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理
事
会
並
び
に
役
員
懇
談
会　
２

岐
阜
県
企
業
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム　

３　
青
年
中
央
会
・
ロ
シ
ア
経
済
事
情
講
演
会　

４

中
央
会『
創
業
・
企
業
経
営
刷
新
プ
ラ
ザ
』ご
案
内　

５　

組
合
等
の
動
き　

６　
『
不
良
債
権
処
理
雇
用
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』ご
案
内　

８

海
外
レ
ポ
ー
ト（
上
海
）　

９　
　

月
の
景
況
調
査　
　
　

事
務
局
だ
よ
り　
　

12

10

11

　

中
小
企
業
等
が
行
う
新
た
な

事
業
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下

「
中
小
企
業
挑
戦
支
援
法
」）
が

二
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

　

中
小
企
業
挑
戦
支
援
法
は
、三

つ
の
法
律
（
新
事
業
創
出
促
進
法
、
中
小
企
業
等
協
同
組
合

法
、
中
小
企
業
等
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
契
約
に
関
す
る

法
律
）
の
一
部
改
正
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
法
律
の
改
正
に

よ
っ
て
、
組
織
面
・
資
金
調
達

面
か
ら
中
小
企
業
の
挑
戦
を
積

極
的
に
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

経
済
活
性
化
と
雇
用
拡
大
の
原

動
力
で
あ
る
元
気
な
中
小
企
業

の
育
成
・
発
展
を
図
る
も
の
で

あ
る
。

　

新
事
業
創
出
促
進
法
の
一
部
改
正
で
は
、
九
〇
年
代
以
降
、

開
業
率
が
廃
業
率
を
下
回
っ
て
お
り
、
開
業
の
促
進
が
急
務

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
今
回
の
改
正
で
は
創
業
の
担
い
手
と
し
て
期

待
さ
れ
る
も
の
の
、
自
己
資
金
、
信
用
力
に
乏
し
い
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
、
主
婦
等
の
会
社
設
立
時
の
資
金
調
達
が
困
難
で

あ
る
た
め
、
会
社
設
立
を
簡
素
化
、
迅
速
化
す
る
た
め
の
措

置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
創
業
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

資
本
金
に
つ
い
て
は
、
会
社
設
立
時
及
び
そ
の
五
年
間
に
つ

い
て
は
、
会
社
の
成
長
段
階
等
に
応
じ
て
、
各
社
が
自
ら
適

正
な
資
本
金
の
規
模
を
定
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
改
正
で
は
、
企
業
組
合

の
①
組
合
員
資
格
の
緩
和
は
、
組
合
事
業
の
円
滑
な
運
営
に

寄
与
す
る
法
人
等
が
組
合
に
加
入
で
き
る
よ
う
に
し
、
組
合

の
自
己
資
本
力
・
信
用
力
の
向
上
、
経
営
能
力
の
強
化
な
ど

不
足
す
る
経
営
資
源
の
充
実
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
強
化
に

期
待
す
る
。
②
従
事
比
率
要
件
の
緩
和
で
は
、
組
合
事
業
に

従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
組
合
員
の
比
率
を
現
行
の
三

分
の
二
以
上
か
ら
二
分
の
一
以
上
に
し
て
個
人
（
個
人
エ
ン

ジ
ェ
ル
等
の
応
援
）か
ら
の
出
資

効
果
を
期
待
す
る
。③
組
合
員
比

率
要
件
の
緩
和
で
は
、従
事
者
に

占
め
る
組
合
員
の
比
率
を
現
行

の
二
分
の
一
以
上
か
ら
三
分
の

一
以
上
に
緩
和
し
、外
部
人
材
の

一
層
の
活
用
を
期
待
す
る
。④
剰

余
金
の
配
当
制
限
の
緩
和
で
は
、
出
資
配
当
率
上
限
を
年
一

割
か
ら
年
二
割
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
出
資
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
効
果
を
期
待
す
る
。

　

中
小
企
業
等
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
契
約
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
で
は
、
組
合
が
行
う
出
資
事
業
の
対
象
に
、

有
限
会
社
及
び
企
業
組
合
を
追
加
し
、
出
資
以
外
の
投
資
手

法
と
し
て
、
事
業
か
ら
生
ず
る
収
益
の
分
配
を
受
け
る
投
資

手
法
を
認
め
る
な
ど
、
投
資
範
囲
を
抜
本
的
に
拡
大
し
た
。

　

以
上
の
改
正
に
よ
り
、
創
業
の
促
進
と
企
業
組
合
の
活
性

化
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

事
業
活
動
の
促
進
支
援

中
小
企
業
挑
戦
支
援
法
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理
事
会
で
は
、
①
新
規
加
入
組
合

の
承
認
②
平
成
十
四
年
度
事
業
補
正

予
算
（
案
）
の
承
認
③
平
成
十
四
年

度
重
要
事
業
実
施
状
況
報
告
④
平
成

十
五
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
収

支
予
算
（
案
）
の
概
案
承
認
⑤
第　
５４

回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
に
お
け

る
要
望
決
議
⑥
要
望
・
陳
情
活
動
報

告
⑦
中
央
会
行
事
日
程
表
（
案
）
⑧

役
員
懇
談
会
の
内
容
等
―
の
八
議
案

に
つ
い
て
審
議
・
報
告
し
、
各
議
案

と
も
承
認
さ
れ
た
。

　

辻
会
長
は
開
会
に
あ
た
り
「
中
小

企
業
で
も
規
模
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、

大
企
業
に
負
け
ず
に
頑
張
っ
て
い
る

企
業
も
あ
る
。
ま
た
、
国
等
の
方
針

が
�
護
送
船
団
方
式
�
か
ら
�
や
る

気
の
あ
る
企
業
を
支
援
す
る
�
方
向

に
変
わ
っ
た
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、

我
々
中
小
企
業
も
意
識
改
革
し
変

わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
中
央
会
が
昨
年
十
二
月
に

創
設
し
た
『
中
小
企
業
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
制
度
』
に
つ
い
て
、
村
瀬
憲
治

氏
を
は
じ
め
、
中
小
企
業
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
六
名
そ
れ
ぞ
れ
が
経
歴
、
専
門

分
野
な
ど
を
自
己
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
制
度
の
積
極
的
な
活
用
を
Ｐ
Ｒ

し
た
。

　

最
後
に
、
長
屋
栄
岐
阜
県
農
林
商

工
部
商
工
局
長
が
、
岐
阜
県
の
商
工

施
策
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
『
役
員
懇

談
会
』
で
は
、
梶
原
岐
阜
県
知
事
を

囲
ん
で
、
業
界
の
現
状
等
に
つ
い
て

懇
談
を
行
っ
た
。

　

な
お
、
新
規
加
入
組
合
等
は
次
の

と
お
り
。（　

）
内
は
代
表
者
名
、
所

在
地
、
組
合
員
数
。

　

▽
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
リ
ン
ク
岐
阜
協

同
組
合
（
小
森
毅
理
事
長
、
美
濃
市
、

５
名
）
▽
創
造
研
究
開
発
企
業
組
合

（
雑
賀
俊
夫
理
事
長
、
穂
積
町
、
４

名
）
▽
株
式
会
社
デ
ィ
ア
フ
ォ
ー

テ
ィ
ー
ワ
ン
（
加
藤
幸
平
代
表
取
締

役
、中
津
川
市
）▽
中
部
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
成
形
加
工
協
同
組
合
（
丹
下
勝
康

理
事
長
、
各
務
原
市
、
５
名
）
▽
奥

飛
騨
宝
温
泉
協
同
組
合
（
木
下
弘
勝

理
事
長
、
上
宝
村
、　

名
）

３４

　

岐
阜
県
中
央
会
は
、『
理
事
会
』
と
『
役
員
懇
談
会
』
を
一
月
三
十
一
日
、
エ
ル
・
ア
リ
ー
ヴ
ォ
岐
阜
で
開
催
し

た
。

　

理
事
会
で
は
、
①
新
規
加
入
組
合
の
承
認
②
平
成
十
四
年
度
事
業
補
正
予
算
（
案
）
の
承
認
③
平
成
十
五
年
度

事
業
計
画
（
案
）
及
び
収
支
予
算
（
案
）
の
概
案
承
認
な
ど
、
八
議
案
に
つ
い
て
報
告
・
審
議
し
、
承
認
し
た
。

　

ま
た
、
中
央
会
が
立
ち
上
げ
た
『
中
小
企
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
』
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
六
人
の
紹
介
と
制
度
Ｐ

Ｒ
の
ほ
か
、
長
屋
栄
岐
阜
県
農
林
商
工
部
商
工
局
長
が
県
の
重
要
施
策
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

１５年度事業計画・予算概案など承認
���������	
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6 名の中小企業アドバイザー



　

開
会
に
あ
た
り
、
�
地
球
環
境
村

ぎ
ふ
の
福
山
益
男
理
事
長
は
「
環
境

に
対
す
る
規
制
強
化
は
、
企
業
に
対

し
て
新
た
な
対
応
を
求
め
る
一
方
、

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。
こ

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
契
機
に
、
各
々
の

立
場
で
資
源
循
環
型
社
会
を
目
指
し

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
�
循
環
社
会
研

究
所
の
戸
村
信
夫
代
表
取
締
役
が

「
持
続
可
能
な
社
会
の
形
成
と
新
市

場
の
創
出
」
と
題
し
て
講
演
。

　

戸
村
氏
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
産

業
廃
棄
物
の
処
理
に
お
い
て
「
資
源

循
環
と
し
て
物
を
循
環
さ
せ
る
だ
け

で
は
な
く
、
排
出
者
や
消
費
者

も
含
め
て
、
責
任
を
ど
の
よ
う

に
果
た
し
て
い
く
か
、
処
理
費

用
を
ど
の
よ
う
に
負
担
す
る
か

と
い
っ
た
資
金
循
環
と
い
う
経

営
的
視
点
を
も
含
め
て
、
資
源

循
環
全
体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す

る
仕
組
み
が
必
要
」
と
指
摘
。

地
域
で
一
緒
に
活
動
し
て
い
る

市
民
や
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
連

携
し
、
一
つ
一
つ
実
証
実
験
を

試
み
な
が
ら
社
会
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
、
問
題
を
解
決
す
る
べ

き
だ
と
述
べ
た
。
環
境
市
場
の

創
出
に
つ
い
て
は
「
消
費
者
が

求
め
て
い
る
も
の
、
次
に
求
め

る
も
の
に
対
応
で
き
る
政
策

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
を
確
立

し
た
上
で
市
場
を
ど
う
創
出
す
る
か

が
課
題
」
と
述
べ
た
。

〜
事
例
発
表
〜

　

一
九
九
八
年
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
一
四
〇
〇

一
の
認
証
を
取
得
し
た
中
部
電
力
�

岐
阜
電
力
セ
ン
タ
ー
の
熊
谷
茂
弘
業

務
グ
ル
ー
プ
課
長
が
「
電
力
設
備
維

持
に
お
け
る
環
境
保
全
へ
の
取
り
組

み
」
と
題
し
て
報
告
。「
鉄
塔
や
電
柱

の
上
部
に
あ
る
陶
磁
器
製
の
白
い
碍

子
（
ガ
イ
シ
）、
ケ
ー
ブ
ル
の
ド
ラ
ム

な
ど
業
務
上
発
生
す
る
九
品
目
を
再

資
源
化
、
再
利
用
し
て
い
る
。
廃
棄

物
の
発
生
量
の
把
握
と
処
理
方
法
・

手
順
を
明
確
に
し
、
確
実
な
処
理
を

す
る
こ
と
が
大
切
。
今
後
も
リ

デ
ュ
ー
ス
（
発
生
抑
制
）・
リ
ユ
ー
ス

（
再
利
用
）・
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
資
源

化
）
を
基
本
に
事
業
活
動
を
進
め
て

い
く
」
と
発
表
し
た
。

　

一
九
九
七
年
に
、
美
濃
焼
産
地
で

あ
る
東
濃
の
陶
磁
器
関
連
業
界
で
設

立
さ
れ
た
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ　

プ
ロ

２１

ジ
ェ
ク
ト
の
金
津
洋
一
副
会
長
（
市

原
製
陶
�
代
表
取
締
役
社
長
）が「
土

の
循
環
・
器
の
再
生
（
Ｒ
ｅ‒

食
器

／
土
色
彩
生
）」と
題
し
て
報
告
。「
リ

サ
イ
ク
ル
へ
の
取
り
組
み
は
、
環
境

の
た
め
だ
け
で
な
く
、
陶
磁
器
の
新

た
な
需
要
創
出
の
た
め
で
も
あ
る
。

回
収
し
た
食
器
の
原
料
化
と
、
そ
の

原
料
を
使
用
し
た
環
境
に
優
し
い
生

産
法
、
消
費
者
が
使
う
段
階
で
環
境

負
荷
を
低
減
す
る
形
状
、
加
飾
等
に

配
慮
し
つ
つ
、
商
品
と
し
て
安
全
で
、

使
い
易
く
飽
き
の
こ
な
い
食
器
づ
く

り
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
地
域
の

消
費
者
、
行
政
、
商
店
街
等
が
も
の

づ
く
り
の
中
に
入
り
込
み
、
産
地
全

体
で
環
境
へ
の
対
応
が
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
一
つ
の
成

果
」
と
発
表
し
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
一
四
〇
〇

一
の
認
証
を
取
得
し
た
生
活
協
同
組

合
コ
ー
プ
ぎ
ふ
の
吉
田
幸
司
常
務
理

事
が
「
生
協
の
環
境
負
荷
低
減
の
取

り
組
み
と
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
題
し
て
、

牛
乳
や
卵
の
パ
ッ
ク
、
食
品
ト
レ
イ

等
の
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
、
ゴ

ミ
減
量
へ
の
取
り
組
み
を
報
告
し
た
。
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�
…
新
規
高
卒
者
の
雇
用
促
進
に
ご
協
力
を
。

　

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
、
財
団
法
人
地
球
環
境
村
ぎ
ふ
、
岐
阜
県
中
小
企
業
産
業
廃
棄
物
対
策
連
絡
会

議
（
岡
本
太
右
衛
門
座
長
）
共
催
の
『
岐
阜
県
企
業
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
を
一
月
二
十
七
日
、
大
垣
市
ス

イ
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
。　

　

企
業
、
業
界
関
係
者
や
行
政
担
当
者
ら
約
二
百
五
十
人
が
参
加
し
、
循
環
型
社
会
形
成
の
た
め
の
方
策
や
環
境

ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
な
ど
を
探
る
と
と
も
に
、
企
業
・
団
体
の
環
境
保
全
活
動
に
関
す
る
事
例
発
表
を
行
っ
た
。

循環型社会形成と新市場創出探る
���������	
��
��������

岐阜県企業リサイクルフォーラム
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高速道路料金は、�
便利でお得な別納カード�
のご利用を…�

協同組合 岐阜県高速道路利用センター�
〒501-6123  羽島郡柳津町流通センター１-14-2　（株）中部デザインセンター内�
TEL（058）279-4366　FAX（058）270-0387

お問い合せは�

現金�
不要�

料金�
割引�

料金一括�
翌々月�
払い�



　

岐
阜
県
中
小
企
業
青
年
中
央
会

（
田
口
日
出
生
会
長
）
と
岐
阜
県
は
、

『
ロ
シ
ア
経
済
事
情
講
演
会
』
を
一

月
十
七
日
、
ホ
テ
ル
パ
ー
ク
で
開
催

し
た
。
青
年
中
央
会
の
会
員
ら
約
六

十
人
が
参
加
し
、
ロ
シ
ア
と
の
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
探
っ
た
。

　

講
師
に
は
、
大
陸
貿
易
�
の
鈴
木

正
義
常
務
取
締
役
を
招
き
、
ソ
連
時

代
も
含
め
ロ
シ
ア
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
経

験
に
つ
い
て
成
功
・
失
敗
事
例
を
交

え
な
が
ら
講
演
を
行
っ
た
。

　

講
演
で
は
、
極
東
ロ
シ
ア
と
の
ビ

ジ
ネ
ス
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
極
東

　

岐
阜
県
中
央
会
と
岐
阜
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ

（
加
藤
智
子
会
長
）
は
、『
Ｉ
Ｔ
研
究

会
』
を
一
月
二
十
八
日
に
グ
ラ
ン

ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
で
開
催
し
た
。

　

�
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
東
海
岐
阜
支
店

の
加
藤
正
毅
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
部
長
を
講
師
に
招
き
、「
ｉ

モ
ー
ド
活
用
事
例
と
第
三
世
代
携
帯

電
話
」
に
つ
い
て
研
修
し
た
。

　

ｉ
モ
ー
ド
を
活
用
し
た
受
発
注
、

在
庫
照
会
、
営
業
支
援
シ
ス
テ
ム
等

の
ほ
か
、
ド
コ
モ
の
第
三
世
代
移
動

通
信
シ
ス
テ
ム
「
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
」
の
機

能
と
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
展
開
等
に
つ

い
て
、
使
用
例
を
交
え
て
説
明
が
あ

り
、
ビ
ジ
ネ
ス
等
に
お
け
る
移
動
端

末
と
し
て
の
携
帯
電
話
の
新
た
な
役

割
や
活
用
に
つ
い
て
研
修
。
ま
た
、

実
際
に
携
帯
電
話
を
使
い
、
メ
ー
ル

の
送
受
信
、「
ｉ
シ
ョ
ッ
ト
」
等
の
機

能
の
上
手
な
活
用
法
を
習
得
し
た
。
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青
中
・
ロ
シ
ア
経
済
事
情
講
演
会

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
・
Ｉ
Ｔ
研
究
会

ロ
シ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
木
材
・
水

産
資
源
の
天
然
資
源
だ
け
で
な
く
、

ロ
シ
ア
の
持
つ
科
学
技
術
・
人
的
・

観
光
資
源
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性

を
語
っ
た
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
進
出
に

際
し
て
「
パ
ー
ト
ナ
ー
の
選
別
、
法

的
側
面
の
整
備
、
財
務
経
理
は
日
本

が
積
極
的
に
関
与
、
資
金
提
供
以
外

の
日
本
の
役
割
を
つ
く
る
こ
と
」
な

ど
の
留
意
点
を
話
し
た
。

　

最
後
に
、「
今
の
日
本
は
中
国
一
辺

倒
で
あ
る
が
、
将
来
的
に
は
ロ
シ
ア

と
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
は
必
ず
盛
ん
に

な
る
た
め
、
今
の
う
ち
に
ロ
シ
ア
へ

の
調
査
・
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
大

切
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。
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…
障
害
者
雇
用
の
促
進
と
維
持
に
ご
協
力
を
。

���������	
���
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『創業・企業経営刷新プラザ』を開催します！
� �������������������������������������������������������������������

３月７日（金）・８日（土）、県民ふれあい会館
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【内　　容】　（※ 会場は、いずれも「県民ふれあい会館」内です。）

【参加申込み】
　岐阜県中央会・組織指導チーム
　　　ＴＥＬ０５８（２７７）１１０２　ＦＡＸ０５８（２７３）３９３０まで。
　　　URL　http://www.chuokai-gifu.or.jp/　　E-mail　info@chuokai-gifu.or.jp

☆新事業創出・企業経営刷新セミナー （13：30 ～ 15：30　14 階・レセプションルーム）
〔第１部〕『中小企業のコラボレーションによる新事業創出』

 日本福祉大学 経済学部経済学科 助教授　中村 智彦氏
〔第２部〕『組合制度改正の沿革について』岐阜県中小企業団体中央会 担当指導員

７
日
（
金
）

☆創業セミナー  （１０：３０～１２：００　３階・大会議室）

〔第１部〕『岐阜県のベンチャー支援制度について』　岐阜県 担当部局
〔第２部〕『創業のすすめ～組合制度改正の沿革について～』

水野雄二会計事務所 所長　水野 雄二氏（中小企業診断士）

☆創業・新事業創出・企業経営刷新シンポジウム （１３：３０～１６：００　３階・大会議室）
〔基調講演〕１３：３０～『実践的独立準備のハウツー』

「アントレ」※ 編集デスク　増田 紀彦氏（�タンク代表取締役）
 　（※ リクルートの出版する起業・独立のための支援情報誌）

〔シンポジウム〕１４：４０～『創業・経営革新プロジェクト「挑戦者達へのメッセージ」』
≪コーディネーター≫日本福祉大学 経済学部経済学科 助教授 中村智彦氏
≪パネラー≫▽「アントレ」編集デスク　増田紀彦氏▽水野雄二会計事務所 所長 水野雄
二氏▽丸重製紙企業組合 代表理事 辻守重氏▽武芸川町特産品開発企業組合 専務理事 
杉山ミサ子氏▽岐阜県中小企業アドバイザー 谷博久氏

８
日
（
土
）

☆企業経営刷新及び組合制度（企業組合）普及相談室 

 （１０：００～１６：００　４階・４０４会議室、４０５会議室）

〔相談内容〕「産学官連携」「企業の多角化、事業転換」「創業における資金調達」「組合制度」

☆組合等成果普及展示交流会 （10：00 ～ 16：00　２階・屋内外アトリウム）

〔内　　容〕新事業・新商品開発等の新事業創出に取り組んだ組合等の製品展示

　　　　　　専門家と出展者との交流を実施するための交流コーナー

７
日
・
８
日
共
通
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下
呂
温
泉
旅
館　

・　

周
年
記
念
式
典

（協）

70

　

下
呂
温
泉
旅
館
協
同
組
合
（
滝
多

賀
男
理
事
長
）
は
、『
創
史　

周
年
記

７０

念
式
典
』
を
一
月
二
十
七
日
に
下
呂

町
・
水
明
館
で
開
催
し
た
。
式
典
に

は
、
来
賓
や
組
合
員
ら
約
百
九
十
人

が
出
席
。
中
央
会
か
ら
は
森
本
専
務

理
事
が
出
席
し
た
。

　

滝
理
事
長
は
、「
今
は
多
難
な
時
期

だ
が
、
旅
館
経
営
の
原
点
に
立
ち
返

り
、
観
光
客
誘
致
に
努
力
し
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

式
典
で
は
、
功
労
者
へ
の
感
謝
状

贈
呈
、
永
年
勤
続
者
百
三
十
一
人
の

表
彰
式
も
行
わ
れ
た
。

　

同
組
合
は
、
昭
和
七
年
に
任
意
組

織
で
あ
る
下
呂
温
泉
宿
屋
営
業
組
合

と
し
て
発
足
し
、
昭
和
三
十
八
年
に

法
人
化
。
現
在
は
五
十
二
の
旅
館
・

ホ
テ
ル
が
加
盟
し
て
お
り
、
青
年
部

に
よ
る
温
泉
出
前
な
ど
、
活
発
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
記
念
事
業
と
し
て
ガ
ス
灯

二
基
を
町
に
寄
付
し
、
益
田
川
に
か

か
る
「
い
で
湯
大
橋
」（
下
呂
大
橋
）

の
下
流
側
に
設
置
。
二
十
六
日
に
は

点
灯
式
も
行
わ
れ
、
滝
理
事
長
ら
約

五
十
人
が
出
席
し
た
。
同
組
合
は
昭

和
六
十
三
年
に
も
、
下
呂
温
泉
の
年

間
観
光
客
百
五
十
万
人
突
破
を
記
念

し
て
同
じ
ガ
ス
灯
を
上
流
側
に
も
設

置
し
て
お
り
、
街
の
景
観
に
も
力
を

注
ぎ
、観
光
客
の
誘
致
に
努
め
て
い
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�

県
石
油
商
業　

・
県
石
油（
商
組
）が
記
念
式
典

（協）

　

岐
阜
県
石
油
商
業
協
同
組
合
・
岐

阜
県
石
油
商
業
組
合
（
今
尾
一
壽
理

事
長
）
は
、『
協
同
組
合
創
立　

周
年

５０

記
念
式
典
』『
商
業
組
合
創
立　

周
年

４０

記
念
式
典
』
を
、
一
月
二
十
八
日
に

岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。

　

式
典
に
は
来
賓
や
組
合
員
ら
約
百

二
十
人
が
出
席
。
中
央
会
か
ら
は
辻

正
会
長
が
来
賓
出
席
し
た
。

　

今
尾
理
事
長
は
「
元
売
り
の
集
約

化
、
セ
ル
フ
給
油
所
の
解
禁
、
石
油

業
法
の
廃
止
な
ど
、
石
油
業
界
全
体

も
大
き
く
変
革
し
つ
つ
あ
る
。�
組
織

活
動
な
く
し
て
経
営
の
安
定
な
し
�

を
基
本
理
念
に
、
組
合
員
の
経
営
安

定
と
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
組
合
活

動
の
柱
と
し
て
、
組
合
員
の
た
め
の

組
合
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
実
り

あ
る
活
動
を
し
て
い
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

協
同
組
合
は
昭
和
二
十
七
年
九
月

に
石
油
販
売
業
者
十
二
名
で
「
岐
阜

石
油
商
業
協
同
組
合
」
と
し
て
設
立

さ
れ
、
五
十
二
年
五
月
に
現
名
称
に

改
称
。
関
連
資
材
の
共
同
購
買
事
業
、

ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
の
共
同
受
注
事
業

等
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
商
業
組
合
は
昭
和
三
十
八

年
五
月
に
三
百
四
十
六
名
で
設
立
。

以
来
、
差
別
対
価
、
不
当
廉
売
、
優

越
的
地
位
の
濫
用
等
に
対
す
る
公
正

な
競
争
環
境
の
確
立
に
向
け
た
活
動
、

社
会
貢
献
事
業
の
一
環
と
し
て
「
無

料
安
心
点
検
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
等
多

く
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
両
組

合
と
も
組
合
員
は
五
百
六
十
六
名
で
、

活
発
な
活
動
を
展
開
し
今
日
に
至
っ

て
い
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�



　

い
び
石
な
ど
、『
揖
斐
地
域
を
考
え
る
会
』
発
足

（協）

　

協
同
組
合
い
び
石
（
林
満
春
理
事

長
）
は
、
揖
斐
建
設
業
協
会
（
竹
内

保
会
長
）、
久
瀬
村
村
議
会
（
高
橋
軍

平
議
長
）
と
と
も
に
、『
二
十
一
世
紀

の
揖
斐
地
域
を
考
え
る
会
』
を
発
足

し
、
発
足
会
を
一
月
二
十
九
日
、
揖

斐
川
町
の
揖
斐
川
丘
苑
で
開
催
。
揖

斐
郡
内
の
商
工
会
会
長
、
町
村
議
会

長
な
ど
、
約
五
十
人
が
参
加
し
た
。

　

久
瀬
村
と
坂
内
村
に
ま
た
が
る
揖

斐
高
原
で
計
画
さ
れ
て
い
る
農
業
観

光
開
発
を
起
爆
剤
に
、
揖
斐
地
域
の

発
展
、
活
性
化
を
目
指
す
こ
と
を
目

的
に
発
足
。
会
の
発
足
を
提
案
し
た

林
理
事
長
は
「
組
合
が
中
心
と
な
り

関
係
団
体
や
企
業
等
と
の
連
携
を
図

り
、
揖
斐
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
地
元
の
盛
り
上
が
り
に

期
待
し
て
い
る
」
と
話
し
て
い
る
。

　

発
足
会
で
は
、
揖
斐
高
原
の
農
業

公
園
整
備
計
画
の
ほ
か
、
県
内
公
園

整
備
・
運
営
に
関
わ
る
�
フ
ァ
ー
ム

の
久
門
渡
代
表
取
締
役
が
「
故
郷
再

生
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
題
し
て
講
演
し
、

地
元
が
知
恵
を
出
し
合
い
活
性
化
を

進
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
説
い
た
。

（６）
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『不良債権処理雇用支援プロジェクト』が施行されました
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 １．「雇用調整方針」を作成できる事業主  
　下記のいずれかに該当する事業主
（１） 主要行※から融資割合が２０％以上又はメインバンクが主要行であって、平成１４年１０月３０日以降に、
次のいずれかに該当することとなった事業主。

　≪一般事業主≫
① 破産、清算、会社整理、会社更生、民事再生等の法的整理の対象となった
② 主要行から�整理回収機構（ＲＣＣ）に債権譲渡された
③ 経営合理化を前提として主要行から債権放棄を受けた
④ 債務超過のため、主要行から貸出条件を厳しくされた又は運転資金等の融資を断られた
⑤ ３か月以上借入金の返済を遅滞し、主要行から担保権行使を迫られた

（２） 一般事業主との割合が全体の２０％以上の一般事業主の影響を受ける事業主
　≪関連事業主≫　（他の要件もあります）
※「主要行」：みずほ銀行、みずほコーポレート銀行、みずほ信託銀行、東京三菱銀行、三菱信託銀行、UFJ 銀行、UFJ 信託銀

行、三井住友銀行、あさひ銀行、大和銀行、中央三井信託銀行、住友信託銀行

 ２．プロジェクトの内容  
（１） 不良債権処理就業支援特別奨励金（新設）　【離　職】
　雇用調整方針を届け出た事業所からの離職者を雇い入れた事業主に１人当たり６０万円を支給するなど、直
接又はトライアル雇用（注）を通じた就職、起業を支援します。
（２） 各種労働移動支援に関する助成金の特例措置　【離　職】
　雇用調整方針を届け出た事業所からの離職者については、離職の日から６か月以内の再就職であれば、助
成措置を支給します。
（３） 雇用調整助成金の特例措置　【出向・休業等】
　雇用調整方針を届け出た事業所については、雇用指標の最近６か月間の月平均値が前年同期に比べ増加し
ていなければ、助成措置を支給します。
（４） 不良債権処理対応プロジェクトチーム　【出　向】
　（財）産業雇用安定センターの「不良債権処理対応プロジェクトチーム」による出向相談、出向あっせん
などの支援が受けられます。
（５） 雇用創出特別支援エキスパート登録制度　【休業等】
　新分野進出に当たっての専門的な相談に対応できる弁護士、中小企業診断士、技術士などに関する情報を
インターネットにより提供します。
（６） 在職中からのキャリアコンサルティング・無料職業訓練等　【離　職】
　雇用調整方針を届け出た事業所からの離職予定者に対しては、在職中からのキャリアコンサルティング、
無料の職業訓練等を実施します。
（注）「トライアル雇用」：企業に短期間（原則３か月）試行雇用され、その間に仕事をする上での必要な指導や、訓練・研修な

どを受け、その後の本採用への移行をねらいとしています。
�

 ３．お問い合わせ先  
　◇岐阜労働局職業安定部職業安定課　�０５８（２６３）５５１９
　◇最寄りのハローワーク
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト
　

２１世紀を代表する国際都市へ
～中国・上海市～

岐阜県上海駐在員　小 島　光 則

●２０１０年万博開催決定
　昨年１２月、上海市での２０１０年万国博覧会（万博）開
催が決定した瞬間、中国は再び歓喜の渦に沸いた。
２００８年北京五輪決定に次ぐ国際イベントの招致成功
である。上海市内の特設会場に集まった市民は、上海
勝利と大合唱し、市内にある万博誘致のPR看板や旗
が、「祝賀」の文字に変わった。
　中国は、北京五輪と上海万博という２つの国際イ
ベントの招致により、更なる経済効果の享受と国際
社会での地位向上を目指している。
　上海万博のテーマは「城市譲生活更美好（より良い
都市、より良い生活）」。万博会場は、市内の中心を流
れる黄浦江の岸辺部分約４００ヘクタールを選定し、３０
億米ドルを投資し建設される。既に、万博開催による
インフラ整備の需要急増を予測した外資系企業が、
不動産、テント建築、建築石材、大型装飾、イベントな
ど様々な分野で新たなビジネスチャンスを模索し、
動き始めている。
●上海リニア、上海 F１グランプリ、上海ユニバーサ
ルスタジオ……
　万博決定の余韻が冷め止まない中、営業線として
は世界初のリニアモーターカー（リニア）が試運転を
開始した。昨年末、中国の朱鎔基首相と技術を導入し
たドイツのシュレーダー首相が試乗して記念式典が
行われた。浦東国際空港駅と市内の龍陽路駅の間、約
３０キロを約８分で結び、最高時速は４３０キロを記録し
た。地元新聞は「高速でも揺れない」「快適だ」「環境に
優しい」「飛行機に乗っているようだ」とリニアを絶
賛する。週末や春節休みに一般公開されるが、チケッ
ト売場は長蛇の列となり、大変な人気を集めている。
チケットは完売状態で、多数のダフ屋も出現し、正規
値段往復１５０元（約２,２００円）が７、８倍にまでつり上

がるなど、リニア熱が様々
な社会現象を引き起こし
ている。今後も、リニアに
広告が可能となるスポン
サー権の国際入札が行わ
れるなど、当分の間、リニ
アブームは続きそうだ。
　また、北京～上海の高
速鉄道に上海のリニア方
式か、それとも日本の新
幹線方式が導入されるか、
新体制後の中国政府の発表に注目が集まっている。
　その他、上海市嘉定区では、２００４年に国際サーキッ
ト場が完成し、F１グランプリの開催が決まった。さ
らに浦東新区では、世界一の高層ビルの建設やユニ
バーサルスタジオの開園などビッグプロジェクトが
計画されている。これらに対応するため、上海市政府
は、第１０次５ヵ年（２００１～２００５年）計画を前倒しし、都
市基盤の整備に拍車をかけている。
●GDPは１１年連続の２桁成長
　低迷する世界経済を尻目に、昨年の上海市の域内
総生産（GDP）は、過去５年で最高となる前年比
１０.９％増で、１１年連続の２桁成長となった。中国の世
界貿易機関（WTO）加盟の後押しもあり、好調な対外
貿易と外資系企業の進出が主な要因として挙げられ
ている。
　一方、このような上海の急激な経済発展は、都市部
と内陸部との地域間格差をますます拡大する結果を
もたらしている。市民の中でも生活費収入格差の拡
大など、中国社会には依然として、様々な格差が多重
の構造となって存在しているのだ。まさしく、�小平
氏が唱えた「先富論（「豊かになれる人・地域から先に
豊かになればよい」という考え方）」の象徴的な姿を
上海で垣間見ることができる。
　現在の中国発展の姿を、日本の昭和３０～５０年代（東
京オリンピック、新幹線開通、大阪万博など）の高度
成長時代に例える人もいる。しかし、中国、特に上海
は、変化が速く、日本よりも短期間で、中国・上海流の
高度成長を成し遂げようとしている。
　上海市政府は、先日、２００３年の経済報告会議の中で、
ハード面での整備のみならず、金融、物流・通関等ソ
フト面でのサービス向上のスピードを加速させ、対
外貿易の拡大と投資環境整備を行う戦略を発表した。
２０１０年の万博を迎える時、上海は「より良い都市、よ
り良い生活」を目標に、２１世紀を代表する国際都市と
して君臨しているかもしれない。上海リニアモーターカー＝中国・上海市龍陽路駅にて（中日新聞上海支局提供）

（９）
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県内中小企業主要業種の景気動向
（１２月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

１２月景況調査
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売
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調査項目

業　　種
△△△△▲△タ イ ル
▲△△△▲△窯 業 原 料
▲▲△▲▲▲耐 火 れ ん が
▲▲▲▲▲▲石　 　 灰
▲▲▲▲▲▲生　 コ　 ン
▲▲▲△△▲砂 利 生 産
△△△△△○砕 石 生 産
△△△△△△鋳　 　 物
▲▲▲▲▲▲刃物等金属製品 （輸出） 
▲△△△△○刃物等金属製品 （内需） 
▲△△△▲△メ　 ッ　 キ
△△△△△△県 金 属 工 業 団 地
△△△△△△可 児 工 業 団 地
△△△△△△金　 　 型
▲▲▲▲▲▲機械工具・工作機械
△▲△▲▲△電 気 機 械 器 具
▲△▲▲△▲輸 送 機 器
△△△▲△▲各種物産品（観　 光）
▲▲▲▲▲▲各種物産品（ギフト）
▲△△▲△▲総合卸売業（飛騨地区）
△△△△△△総合卸売業（岐阜地区）
▲△△▲△▲陶　 磁　 器
△△△△△△青　 　 果
▲△△▲△▲水　 産　 物
▲△▲▲▲▲家 電 機 器 販 売
▲△▲▲△▲メ ガ ネ 販 売
△○△△△△中 古 自 動 車 販 売
△△△△△△石 油 製 品 販 売
▲△△△▲▲共 同 店 舗（ 東 濃 ）
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業　　種
▲△△△△○味 噌 ・ 醤 油
▲▲▲▲△△豆 腐 製 造
○△▲▲▲○食 肉 （ 国 産 ）
△△△△△△菓　 　 子
▲○△▲△▲米　 　 菓
▲▲▲▲▲▲酒　 　 造
▲△△▲△▲製 麺
▲△▲▲△▲撚　 糸
▲△△▲△▲ニ ッ ト 工 業
▲▲▲▲△▲毛　 織　 物
▲△▲▲△▲合 成 繊 維 織 物
▲△△▲△▲メ ン ズ ア パ レ ル
▲△△▲△▲婦 人 ・ 子 供 服
▲△▲▲▲▲縫　 　 製
△△△△△△製　 　 材
▲△△▲▲▲銘　 　 木
▲△△▲▲▲集　 成　 材
▲▲▲▲▲▲家 具 （ 美 濃 ）
▲▲▲▲▲▲家 具 （ 飛 騨 ）
▲▲▲▲▲▲東 濃 ひ の き
△△△△○○家　 庭　 紙
△△△▲△▲特　 殊　 紙
▲▲△△△▲紙　 加　 工
△△▲▲▲△印　 　 刷
▲▲△▲▲△プ ラ ス チ ッ ク
△▲△△△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
▲△▲▲▲▲陶 磁 器 （ 輸 出 ）
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業　　種
▲△△△▲▲共 同 店 舗（ 飛 騨 ）
△△△○○○生 花 販 売
△△△▲△○岐 阜 市 商 店 街
△△△△△▲大 垣 市 商 店 街
▲△▲▲▲▲多 治 見 市 商 店 街
▲△▲▲△▲恵 那 市 商 店 街
▲△▲▲△▲高 山 市 商 店 街
△△△△△○車 体 整 備
△△△▲▲▲タ イ ヤ 整 備
△△○△△○長 良 川 畔 旅 館
△△△▲▲▲下 呂 温 泉 旅 館
▲△▲▲▲▲高 山 旅 館
▲△▲▲▲▲ク リ ー ニ ン グ
△△△△△△広 告 美 術
――――――情 報 サ ー ビ ス 業
△△△△△△映 像 制 作
▲△▲▲△▲飲　 食　 業
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 岐 阜 ）
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 飛 騨 ）
▲▲▲▲▲▲土木・建築（羽島）
▲△▲▲▲▲建 築 （ 各 務 原 ）
▲△▲△△△鋼 構 造 物
△△△△△○電 気 工 事
△△△△△△管 設 備 工 事
▲△△△△△建 築 板 金
▲▲▲▲▲▲建　 　 具
▲▲▲▲▲▲産直住宅（付知地区）
△△△▲▲▲貨 物 運 送（ 県 域 ）
△△△▲△▲軽 運 送
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が
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高
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。

依
然
と
し
て
個
人
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会
が
主
要
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種
八
十
五
組
合
を
対
象

に
ま
と
め
た『
十
二
月
の
特
色
』は
次
の
と
お
り
。

〔
十
二
月
の
特
色
〕
組
合
か
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見
た
県
内
中

小
企
業
の
特
色
は
①
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況
悪
化
止
ま
ら
ず
②

一
層
強
ま
る
先
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き
不
安
―
と
な
っ
て
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る
。

十
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月
の
Ｄ
Ｉ
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イ
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６１
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の
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ト
の
悪
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り
、
強
い
景
況
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の
動
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種
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見
て
、
食
料
品
、
繊

維
・
同
製
品
、木
材
・
木
製
品
等
製
造
業
で
前

月
水
準
に
比
較
し
て
マ
イ
ナ
ス
幅
が
拡
大
し
た

消
費
の
伸
び
悩
み
、公
共
工
事
・
民
需
の
停
滞
、海
外

製
品
と
の
競
合
な
ど
に
よ
る
価
格
競
争
、
販
売
価
格

の
低
迷
が
続
き
、更
に
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

歳
末
商
戦
の
低
迷
や
競
争
激
化
、
商
品
単
価
の

下
落
、
先
行
き
不
安
感
を
指
摘
す
る
声
が
多
く
、
長

引
く
不
況
の
中
で
企
業
経
営
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
状
況
に
あ
る
。

前
年
同
月
比
業
況
悪
化
業
種
が
特
に
多
い
の
は
、

食
料
品
、繊
維
・
同
製
品
、木
材
・
木
製
品
、窯
業
・

土
石
、機
械
・
金
属
、卸
売
業
、小
売
業
、商
店
街
、

建
設
業
で
あ
る
。好
転
業
種
は
食
肉
の
み
。

（１０）



　

岐
阜
県
中
央
会
と
岐
阜
県
中
小
企

業
青
年
中
央
会
（
田
口
日
出
男
会
長
）

は
、
土
岐
市
で
『
青
年
部
講
習
会
』

を
開
催
し
ま
す
。

　

講
演
会
は
、
中
国
と
日
本
の
経
済

事
情
を
対
比
し
な
が
ら
、
中
国
経
済

の
実
力
、
日
本
の
中
小
企
業
の
巻
き

返
し
は
あ
る
の
か
、
と
い
っ
た
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
【
日
時
】
平
成
十
五
年
三
月
七
日

（
金
）
十
九
時
〜
二
十
一
時

　
【
会
場
】
土
岐
市
「
セ
ラ
ト
ピ
ア
土

岐
」
三
階
大
会
議
室

　
【
テ
ー
マ
】「
中
国
経
済
の
現
状
と

日
本
の
中
小
企
業
」

　
【
講
師
】
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
ド
ラ
ゴ
ン

新
聞 
編
集
主
幹 
孔
健
氏
（
孔
子
家

第
七
十
五
代
の
直
系
子
孫
に
あ
た
る

国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

　
【
申
込
み
・
お
問
合
せ
先
】
中
央
会
・

組
織
指
導
チ
ー
ム
�
〇
五
八
（
二
七

七
）
一
一
〇
四
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
八

（
二
七
三
）
三
九
三
〇
ま
で
。

〈
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

U
R
L-http://w

w
w
.chuokai-gifu.or.jp/

  
 
          
 
 
                    

〈
Ｅ
メ
ー
ル
〉

info@
chuokai-gifu.or.jp

      
                  

　

日　

岐
阜
県
石
油
商
業
�
・
創
立

２８　

周
年
、
岐
阜
県
石
油
（
商
組
）・

５０創
立　

周
年
記
念
式
典
（
岐
阜
グ

４０

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

　
　

中
央
会
、
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
・

Ｉ
Ｔ
研
究
会
（
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル

岐
山
）

　

日　

中
小
企
業
大
学
校
瀬
戸
校
運

２９
営
会
議
（
名
鉄
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
）

　
　

二
十
一
世
紀
の
揖
斐
地
域
を
考

え
る
会
・
発
足
会
（
揖
斐
川
丘
苑
）

　

日　

首
都
機
能
移
転
講
演
会
（
セ

３０
ラ
ミ
ッ
ク
パ
ー
ク
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
）

　

日　

中
央
会
役
員
会
及
び
役
員
懇

３１
談
会
（
エ
ル
・
ア
リ
ー
ヴ
ォ
岐
阜
）

　
〈
一
月
中
〉

７
〜　

日　

岐
阜
県
陶
磁
器
工
業

１２
（
協
連
）
傘
下
十
五
組
合
「
美
濃

焼
新
春
見
本
市
」（
セ
ラ
ト
ピ
ア
土

岐
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
パ
ー
ク
Ｍ
Ｉ
Ｎ

Ｏ
他
）

　

日　

第
３
回
業
種
別
使
用
者
会
議

１５
（
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
）

　

日　

青
年
中
央
会
役
員
会
・
ロ
シ

１７
ア
経
済
事
情
講
演
会
（
ホ
テ
ル

パ
ー
ク
）

　

日　

第
７
回
組
織
化
指
導
中
央
研

２２
究
会
（
全
国
中
央
会
）

　

日　

米
穀
加
工
食
品
製
造
企
業
等

２３
懇
談
会
（
名
古
屋
食
糧
事
務
所
岐

阜
事
務
所
）

　
　

�
岐
阜
県
電
機
工
業
会
・
新
春

研
修
会
（
す
ぎ
山
）

　
　

Ｉ
Ｔ
Ｍ
Ａ
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ

フ
ォ
ー
ラ
ム（
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
）

　

日　

岐
阜
県
企
業
リ
サ
イ
ク
ル　

２７
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
大
垣
市
ス
イ
ト
ピ

ア
セ
ン
タ
ー
）

　
　

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
岐
阜
・
第

５
回
調
整
会
議
（
県
民
ふ
れ
あ
い

会
館
）

　
　

下
呂
温
泉
旅
館
�
創
史　

周
年

７０

記
念
式
典
（
水
明
館
）

　

組
合
の
役
員
改
選
等
に
お
い
て
、

代
表
理
事
を
変
更
し
た
場
合
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
同
じ
人
が
再
選
さ
れ

た
場
合
で
も
、
法
務
局
へ
の
登
記
は

必
ず
必
要
で
す
。
こ
れ
を
怠
り
放
置

し
て
お
く
と
、
裁
判
所
か
ら
「
登
記

懈
怠
（
け
た
い
）」
の
通
知
が
あ
り
懈

怠
金
を
徴
収
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

登
記
は
正
し
く
忘
れ
ず
に
！

二
〇
〇
頁　

定
価
二
、二
〇
〇
円（
税

込
み
）・
送
料
三
一
〇
円
〕

　

お
申
込
み
は
、
�
ぎ
ょ
う
せ
い
営

業
第
一
課　

袴
田　

�
〇
三
（
五
三

四
九
）
六
六
六
一
ま
で
。
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中
国
の
実
力
と
日
本
企
業
を
語
る

中
央
会
・
青
年
中
央
会
の
講
習
会
ご
案
内

　

市
町
村
産
業
振
興
研
究
会
編
著
の

『
市
町
村
の
た
め
の
産
業
振
興
の
ポ

イ
ン
ト
』
が
一
月
二
十
日
に
発
刊
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
中
小
企
業
庁
の

委
託
事
業
「
産
業
都
市
に
お
け
る
産

業
振
興
成
功
要
因
等
の
分
析
に
関
す

る
調
査
・
研
究
報
告
書
」
が
、
一
般

向
け
に
読
み
や
す
く
編
集
さ
れ
た
も

『
市
町
村
の
た
め
の
産
業
振
興
の
ポ
イ
ン
ト
』

産
業
振
興
実
行
手
順
な
ど
の
解
説
書

の
で
す
。

　

中
小
企
業
と
自
治
体
等
の
関
係
機

関
が
連
携
し
て
産
業
振
興
を
成
功
さ

せ
て
い
る
事
例
を
紹
介
し
、
そ
の
実

行
ポ
イ
ン
ト
を
詳
し
く
解
説
す
る
と

と
も
に
、
産
業
振
興
に
取
り
組
む
た

め
の
実
行
手
順
を
図
解
で
分
か
り
や

す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。〔
Ａ
５
版
・

『　

年
版 
賃
金
・
労
務
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』発
売

���

中
小
企
業
の
人
事
・
労
務
な
ど
解
説

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

代
表
理
事
の
変
更
登
記

　

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
編
・

�
中
小
企
業
情
報
化
促
進
協
会
発
行

の
『
二
〇
〇
三
年
版 
賃
金
・
労
務
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
』
が
、
二
月
十
五
日
に

発
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
小
企
業
に
お
け
る
採
用
か
ら
退

職
ま
で
、
賃
金
・
労
務
・
人
事
の
必

須
五
十
項
目
の
解
説
と
賃
金
改
定

デ
ー
タ
を
網
羅
し
て
お
り
、
中
小
企

業
の
人
事
・
労
務
担
当
者
必
携
の
一

冊
で
す
。〔
Ａ
４
版
・
定
価
三
、
五
〇

〇
円
＋
税
（
送
料
別
）〕

　

お
申
込
み
は
、
中
央
会
・
調
査
労

働
チ
ー
ム　

�
〇
五
八
（
二
七
七
）

一
一
〇
三
ま
で
。


